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Abstract:This study aims to define the influence of the construction of Waterfront Urban Planning in the port of Onahama. As a 

result, the harbor space was developed to the tourist hub by the investment. In addition, the mall in the hinterland was not been 

influential because of the lack of accessibility and the function change of the harbor. 

 

１．はじめに―前項(その1)では,小名浜まちづくり市民

会議(以下,小名浜市民会議)による取り組みの実態を把

握した.そこで本稿では,小名浜港におけるみなとまちづ

くりを評価し,その波及効果を明らかにする. 

２．研究方法―本稿では，文献調査[1]～[6]およびヒアリン

グ調査より得られた,各施設の年間来客数や店舗数をも

とに,現在小名浜港周辺で計画されている事業を踏まえ,

港湾空間(臨港地区)および背後地域を評価する(Table

１).なお,背後地域は小名浜市民会議による｢港まちおな

はまのグランドデザイン[1]｣を基に設定した(Figure1). 

３．小名浜港の概要―小名浜港は,1956(昭和31)年に開港

し,国際貿易港として発展した.しかし,外貿コンテナが

就航するなど物流状況の変化により産業港から物流港へ

移行し,2011(平成23)年には｢国際バルク戦略港湾｣に選

定された[2][3].また,1･2号埠頭では,コンテナ貨物の大型

化に対応できず,物流機能が3･4号ふ頭へ移転し,遊休地

化した.そこで,賑わいを創出する場として活用するた

め,1992(平成4)年に国の施策である｢ポートルネッサン

ス21調査｣事業により,大規模な施設整備を実施した[4]. 

４．結果および考察 

(１)港湾空間の評価―いわき市観光物産センター｢いわ

き･ら･ら･ミュウ｣,環境水族館｢アクアマリンふくしま｣,

小名浜市民会議によって利活用された｢小名浜さんかく

倉庫｣の3施設を含むアクアマリンパーク(Figure1①)は,

継続して年間来客数約250万人を誇っている(Figure2).

この要因の一つとして,アクアマリンパークの指定管理

者である小名浜市民会議により｢おなはま海遊祭｣や｢小

名浜みなとカニ･アンコウまつり｣等のイベントが年間延

べ約100日開催されていることが考えられる[5].また,港

湾機能の転換に伴い遊休地化した貨物ターミナル跡地

(Figure1②)は,イオンモールの建設が計画され,新たな

賑わいが創出されよう[6].これに対し,商店街からの反対

があったが,小名浜市民会議が仲介し,地元商品を取り扱 

 

うなどの利害関係を調整することで理解を得た.このこ

とから,遊休地化した小名浜港1･2号埠頭は,港湾への重

点的投資によって,県内一の観光拠点へと変貌を遂げた.

また,小名浜市民会議による,倉庫利活用やイベント実施,

事業の仲介など果たした役割は大きいと考える. 

(２)背後地域の評価―背後地域には,商店街と複合商業

施設タウンモールリスポ(Figure1③④)が存在する.年間

来客数(Figure2)をみると,タウンモールリスポは約50万

人と約500ｍ離れるアクアマリンパークの1/5である.ま

た,東日本大震災(2011年)によりアクアマリンパークの

年間客数は減少しているものの,タウンモールリスポは

変動していない.これらのことから,背後地域は地元住民

によって活用されており,港湾空間に訪れた観光客によ

る賑わいは波及されていないと考える. 

この要因として,港湾空間と背後地域が貨物ターミナ

ル跡地や臨港道路によって分断されていることで,アク

セス性が阻害されていることが挙げられよう[5].これは,

今後の土地区画整理事業や景観形成重点地区の延伸計画

によって,解消の可能性が大きい(Figure1⑤).また,イオ

ンモールの開発事業に伴うペデストリアンデッキの設置

により,交通量の多い臨港道路を往来できる歩行者動線

が確保され,さらに,竹町通り(Figure1⑥)の整備によっ

て商店街への動線も明確化される.そのため,港湾空間と

背後地域を結ぶ,アクセス性の向上が図られるだろう[6]. 

また,商店街は,主に港湾労働者や地元住民を対象とし

ており,港湾機能の転換により訪れている観光客を引き

込むまでに至っていない.これに対して,小名浜市民会議

は,ガイドブックの作成や観光ボランティア｢まちなか案

内人｣(年間約1,500件)などの観光客を対象とした取り組 

 

 

  

Table 1. Outline of the survey 

１：日大理工・学部・建築 ２：日大理工・教員・まち ３：日大理工・院・不動産 

調査方法 文献調査[1]～[6] ヒアリング調査 

調査対象 
施設概要や事業計画,小名浜港周辺
の地域資源など 

・小名浜まちづくり市民会議 
・いわき市商工観光部産業･港湾振興課 
・小名浜商店街連合会 
・(株)いわき市観光物産センター 
・公益財団法人ふくしま海洋科学館 

調査内容 
○小名浜市民会議によるみなとまちづくりの効果 
○年間来客数･商店街店舗数 

調査期間 2014年7月1日～9月15日 2014 年 8 月 6～8 日,9 月 9 日 
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みを行っているが,今のところ効果は現れていない[5].こ

れらのことから,港湾空間からの明確な動線の確保に加

え,訪れる観光客を対象とした商業転換が背後地域への

継続的な波及に必要であろう. 

４．まとめ―これより,小名浜市民会議が民意を集約して

描いたグランドデザインが実現しつつあり,年間約250万

人の集客力や商店街への動線確保など,先導的に取り組

んできた成果が得られている.しかし,Figure1⑤からわ

かるよう,この景観形成重点地区は今後の景観の創出を

目的に指定されたため,小名浜のシンボルとなる通りを

地域住民が意識し,協力し合うことで形成していく必要

がある.また,背後地域への波及を担う商店街が,地元ら

しいサービスを提供できるかが課題となるが,商店街会

員は,小名浜市民会議への参加は少なく,意識が低いと考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えられる.この意識の低さを取り除かなければ,みなとま

ちづくりによる波及効果は得られないだろう. 
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Figure 1. Port of Onahama map with surrounding area and Development business plan 

Figure 2. The annual number of customers in the Aqua Marine Park and  
Town Mall Respo 
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【凡例】    :アクアマリンパーク      :タウンモールリスポ 

【年間客数(万人)】 

【年】 

アクアマリンふくしま開業 

小名浜さんかく倉庫開業 

東日本大震災発生 

200万人

いわき･ら･ら･ミュウ 

タウンモールリスポ 

中島商店会 

小名浜銀座商店会 

小名浜まちづくり 
ステーション 

3･4号倉庫 

景観形成重点地区延伸予定地域 

鹿島街道 

至平地区 

N 200ｍ ０ 

イオンモール 

竹町通り 

ペデストリアンデッキ 

小名浜港湾合同庁舎 

小名浜港湾建設事務所 

 
:港湾空間(臨港地区)          :背後地域         :景観形成重点地区(花畑工区)        :土地区画整理事業事業区域   
: 竹町通り整備区域            : 路線バス        :商店街           :動線           : 計画施設     :バス停 

小名浜美食ホテル 
 

自性院 

アクアマリンふくしま
年間来客:59万人(H25) 

小名浜潮目交流館 
 

いわき･ら･ら･ミュウ 
年間来客:174万人(H25) 

横町公園 ⑥竹町通り 

至JR泉駅 
 

小名川 

みなと公園 

中島商店会 
店舗数:37店舗 

③小名浜銀座商店会 
店舗数:42店舗 

 

N 
300ｍ ０ 

諏訪神社 

⑤鹿島街道 

①アクアマリンパーク 

②福島臨海鉄道 
貨物ターミナル跡地 

計画予定地詳細範囲 

至平地区 

小名浜まちづくり 
ステーション 

④タウンモールリスポ
年間来客:52万人(H25) 

西町商店会 
店舗数:24店舗 

 

小名浜港周辺地図 

 

事業計画を反映した地図 ①アクアマリンパーク ②福島臨海鉄道貨物ターミナル跡地 

   

③小名浜銀座商店会 ④タウンモールリスポ 

  

⑤鹿島街道 ⑥竹町通り 

  

【凡例】 
 

 

小名浜さんかく倉庫 
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